
・どこに避難していいかわからない ・家の中から出ずにいた
・六角川の潮の状態確認 ・自家用車での巡回
・昔の水害の話 ・山側の親類へ避難の確認
・特別警報の範囲をもう少し小さくしてほしい
・ケーブルテレビの防災番組が役に立った
・避難をして自分が無事の場合、何かできること
があるのか

・情報があり過ぎて、協働（助け合い）が薄れている
・前例がなかったので、特に近隣住民の事は考えなかった
・浸水の状態が分かっていたので、危機感がなかった

・特別警報は初めて・・・どうなるんだろう ・自家用車での巡回
・浸水とか大丈夫かな ・ポンプ場の稼働確認
・水害が心配だ ・山側の状態確認
・あんまりひどくならないといいが ・友人、知人の安否確認
・クリークの水のたまり具合 ・建設業者が交通整理
・交差点や住宅は冠水しないだろうか
・六角川の潮位と雨の降り具合

【今後の課題として・・・・】
・地域内での防災勉強会が必要
・地域内各団体の連携が自主的にできるようにすることが必要

1班

2班

まず、考えたこと そして、行動したこと

まず、考えたこと そして、行動したこと

振り返ってみて・・・改めて必要、あるいは課題と思ったことは？

振り返ってみて・・・改めて必要、あるいは課題と思ったことは？

ファシリテーター：

佐賀大学全学教育支援機構教授

白石町協働による地域づくり検討委員会委員長

五十嵐 勉 さん

平成30年度 第2回

白石町協働による地域づくり検討委員会 ワークショップ

協働の地域づくりをみんなで考えよう

班分け
1班：委員 4人 職員 1人 計5人

2班：委員 3人 職員 3人 計6人
3班：委員 4人 職員 2人 計6人
4班：委員 4人 職員 2人 計6人
5班：委員 4人 職員 2人 計6人

平成30年7月10日（火）の検討委員会で、「白石町協働による地域づく
り検討委員会」委員と白石町役場職員でワークショップ（参加型研修
会）を開催しました。
『地域の安全・安心と協働』をテーマに、大雨特別警報発令時に考えたこと、
行動したことを対話し、災害時における協働（助け合い・支え合い、協力）の意
味・課題などについて各班で話し合いました。

大雨特別警報発令時

大雨特別警報発令時
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・家族や身内は大丈夫か ・地沈水路の巡回 ・家のそばの水路はどうなっているか ・友人、知人などへ連絡及び情報交換
・子どもの学校はどうなるか ・職場（役所）での業務従事 ・避難所へ情報が伝わってこない ・職場に到着するまでの状況確認
・まずは職場に行かないと ・民生委員の見回り ・まず職場に行く ・消防団の河川巡回
・電車は動いているか ・消防団の巡回 ・家族（子ども）をどこに避難させるか ・民生委員の見回り
・塩田川、六角川の潮位 ・役場職員の巡回 ・障がい者の避難はどうするか
・山側の家は大丈夫か ・避難所対応をどうするか
・一人暮らしの人は大丈夫か
・空き家のところは大丈夫か
・クリークや道路は大丈夫か

・初めての経験でどうしていいか分からなかった ・的確な情報を誰がどのように少しでも多くの人に伝えるかが課題
・近隣の人のことは考えなかった

↓
【だから・・・・】
・協働づくりの方向性・意識づくりが必要

・町外にいたので白石町はどうなっているかな ・友人などとの情報交換
・子どもの下校は大丈夫かな ・民生委員の見回り
・川が氾濫したときどこに逃げればいいのか ・避難所の確認
・特別気にしなかった ・消防団幹部役場へ集合

・塩田川の潮位確認

初めての警報だったので、全体的に危機感が低かったのでは？
↓

【今後は・・・・】
・危機感・防災意識を持って行動することが必要

　　　　　　　　　　

振り返ってみて・・・改めて必要、あるいは課題と思ったことは？

3班 5班

4班

まず、考えたこと そして、行動したこと

振り返ってみて・・・改めて必要、あるいは課題と思ったことは？ 振り返ってみて・・・改めて必要、あるいは課題と思ったことは？

まず、考えたこと そして、行動したこと まず、考えたこと そして、行動したこと

大雨特別警報発令時 大雨特別警報発令時

大雨特別警報発令時


